
 

令和５年度第２回 
原村総合計画審議会 

原村地域創生検討委員会 
合同会議 次第 

 
 

日時：令和５年 11 月 30 日（木）10：00～ 

                   場所：原村役場 ３階 講堂 
 
１ 開  会 

 

２ 委嘱状の交付 

 

３ 正副委員長の選出 

 

４ 会長（委員長）あいさつ 

 

５ 議  事 

 （１）令和４年度に実施した地域創生関連交付金事業の効果検証について 

  

（２）令和４年度総合計画及び総合戦略の評価について 

 

６ そ の 他 

 

７ 閉  会 

  



令和５年度第２回 
原村総合計画審議会 

原村地域創生検討委員会 
合同会議 議事録 

 

○日時 

 令和５年 11月 30 日（木）10：00～11：04 

 

○会場 

 原村役場 ３階 講堂 

 

○出席者 

 ＜原村総合計画審議会員、原村地域創生検討委員＞ 

 牛山 德康委員長、野明 光幸委員、木下 強委員、小平 春仁委員、 

北原 一幸委員、伴在 賢時郎委員 

 ＜職員＞ 

 秋山総務課長、菊池企画振興係長、阿部商工観光係長、荒木企画振興係主査 

 

○欠席者 

 石川 高明副委員長、松岡 隆志委員、五味 光亮委員、飯島 裕介委員 

 

○会議概要 

１開会  

秋山総務課長 「令和５年度第２回 原村総合計画審議会合同会議・原村地域創生検討

委員会 合同会議」を開催する。本会議は傍聴可能な会議である。 

２委嘱状の交付  

秋山総務課長 「２ 委嘱状の交付」に入る。原村総合計画審議会及び原村行政改革審

議会については２年任期となり、あと約１年の任期がある。今回は１年

任期の原村地域創生検討委員会のみ委嘱させていただく。時間の都合に

より、机上に配付している。 

３正副委員長の選出 

秋山総務課長 続いて、原村地域創生検討委員会の「正副委員長の選出」を行う。委員

長等は委員の互選により定めることと規定されているが、現在総合計画

審議会の会長を務めている「牛山 德康」氏に委員長を、副委員長に同じ

く総合計画審議会の副会長である「石川 高明」氏にお願いしたらどうか。

異議等あれば発言をお願いする。 

各委員 異議なし 

秋山総務課長 では、引き続き二人にお願いする。 

４会長（委員長）あいさつ 



牛山会長 第２回目の合同会議ということで、本日はよろしくお願いいたしま

す。 

秋山総務課長 本来であると、以降の進行は牛山会長となるが、牛山会長は所用のた

め、また、石川副会長も欠席であるため、議長の指名をお願いする。 

牛山会長 北原委員を指名する。 

秋山総務課長 北原委員よろしいか。 

北原委員 よろしい。 

秋山総務課長 牛山会長はここで退席となる。以降の進行を北原委員お願いする。 

５議事  

北原委員 それでは議事に入る。「令和４年度に実施した地域創生関連交付金事業の

効果検証について」担当より説明をお願いする。 

荒木企画振興係主

査 

～資料 1に基づき説明～ 

【参考】 

①地方創生に非常に効果的であった    

②地方創生に相当程度効果があった    

③地方創生に効果があった    

④地方創生に効果がなかった 

北原委員 それでは協議を行う。まず、「モノづくり集積地 SUWA のヒトづくりプロ

ジェクト」について、各委員からのとりまとめを見ると「②地方創生に

相当程度効果があった」が最も多い。効果検証に対する意見があれば発

言をお願いする。 

各委員 ～意見等なし～ 

北原委員 それでは、「モノづくり集積地 SUWA のヒトづくりプロジェクト」につい

て、委員会としての意見は、「②地方創生に相当程度効果があった」がい

いと考える。賛同される方は、挙手をお願いする。 

各委員 ～全員挙手～ 

北原委員 委員会としての評価は、「②地方創生に相当程度効果があった」とする。 

ここで事業実施部署は退席となる。 

～商工観光係長 退席～ 

続いて、「令和４年度総合計画及び総合戦略の評価について 

」に入る。担当から説明をお願いする。 

菊池企画振興係長 ～資料２・３に基づき説明～ 

【参考】 

Ａ 順調に進んでいる 

Ｂ まずまず進んでいる 

Ｃ 少し進んでいる 

Ｄ 進んでいない 

Ｅ 改善・見直しが必要 

北原委員 施策コードごとまとめて評価していきたいと思う。施策コード「1-1-1」



～「1-1-6」まで意見等あるか。 

各委員 ～意見なし～ 

北原委員 委員から事前に提出された意見や評価を勘案し、評価案では資料のとお

りなっている。評価案に賛同される方は挙手をお願いする。 

各委員 ～全員挙手～ 

北原委員 それでは評価案のとおり決定とする。 

 ～以降、施策コード「5-5-2」まで同様の評価を繰り返す～ 

 全体を通じて意見等あるか。 

Ａ委員 結果論で現在判断しているが、外的な要因により達成できなかったもの

があると思う。達成するために、担当職員がどういうアイディアを出し、

どういう形で動いたかといった、職員の行った経緯や努力が反映されて

いない。もちろん、事務局からすると、押しつけがましくなってしまい

嫌かもしれないが、反映させる項目もあった方がいいのではないか。 

菊池企画振興係長 職員にとって非常にありがたい話。検討していきたい。 

北原委員 「Ｅ 改善・見直しが必要」の評価が一つもなかったが、Ｅに近い評価は

あった。村で課題としてほしい。 

以上で本日の協議事項は終了となる。進行を事務局にお返しする。 

６その他  

秋山総務課長 「６その他」に入る。事務連絡を行う。 

菊池企画振興係長 ～事務連絡～ 

秋山総務課長 委員から他に共有事項等あるか。 

各委員 なし 

７閉会  

秋山総務課長 「令和５年度第２回 原村総合計画審議会・原村地域創生検討委員会 

合同会議」を閉会する。ありがとうございました。 

  

 


